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８
月
６
日
（
火
）
～
８
日
（
木
）、

豊
見
城
市
中
央
公
民
館
（
沖
縄
県
）

で
行
わ
れ
た
、
第
62
回
九
州
学
校

農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
発
表
大
会 

沖
縄
大
会
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

表
分
野Ⅰ

類
と
、
意
見
発
表
の
分

野Ⅰ

類
、Ⅱ

類
に
本
校
の
生
徒
が

鹿
児
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
し
た
。 

 

結
果
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
分

野Ⅰ

類
と
意
見
発
表
の
分
野Ⅱ

類
で
優
秀
賞
で
し
た
。
惜
し
く

も
全
国
大
会
出
場
は
逃
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
練
習
の
成

果
を
十
分
に
出
し
、
堂
々
と
し

た
発
表
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
鹿
児
島
県
農
業
鑑
定
競

技
会
で
は
園
芸
、
畜
産
、
食
品
の

部
で
最
優
秀
賞
を
取
り
、
全
国
大

会
へ
の
出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
全
国
大
会
上
位
入
賞
を
目
指

し
て
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

そ
れ
ぞ
れ
が
市
来
農
芸
高
校

で
の
活
動
の
成
果
を
大
い
に
発

揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。 

 【
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
】 

分
野Ⅰ
類
（
生
産
・
流
通
・
経
営
） 
 

優
秀
賞 

「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に

配
慮
し
た
採
卵
鶏
の
飼
育
法

に
関
す
る
研
究
」 

生
物
工
学
科
３
年 

 

原
田
莉
緒
奈
（
坂
元
中
） 

 

福
滿
陽
菜
（
谷
山
北
中
） 

生
物
工
学
科
２
年 

 

中
川
桃
子
（
海
星
中
） 

 

川
北
実
鈴
（
川
内
南
中
） 

生
活
科
１
年 

 

村
上 

想
（
宮
之
城
中
） 

 【
意
見
発
表
】 

分
野Ⅱ

類
（
開
発
・
保
全
・
創
造
） 

優
秀
賞 

｢

異
国
の
地
で
見
え
た
も
の 

～ 

牛
と
の
共
生 

～
」 

生
物
工
学
科
２
年 

 
 

上
田
平
夏
美
（
東
市
来
中
） 

【
農
業
鑑
定
競
技
】 

最
優
秀
賞
（
全
国
大
会
出
場
） 

食
品
分
野 

 

農
業
経
営
科
３
年 

 

水
元
幹
太
（
城
西
中
） 

畜
産
分
野 

生
物
工
学
科
２
年 

東 

夏
海
（
伊
集
院
中
） 

園
芸
分
野 

生
物
工
学
科
１
年 

長
野
佳
奈
（
入
来
中
） 

優
秀
賞 

畜
産
分
野 

生
物
工
学
科
２
年 

中
養
母
陸
斗
（
上
市
来
中
） 

10
月
22
～
24
日
に
行
わ
れ

る
南
東
北
大
会
に
向
け
て
、
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

中
学
生
宿
泊
体
験
学 

７
月
22
日
～
23
日
の
日
程
で
、

中
学
生
の
双
葉
寮
に
農
業
魅
力

体
験
学
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
か
ら
多
く
の
中
学
生
が
参

加
し
、
畜
産
や
野
菜
の
授
業
、
食

品
加
工
や
調
理
実
習
な
ど
を
体

験
し
ま
し
た
。
双
葉
寮
に
も
宿
泊

し
、
寮
生
活
も
体
験
し
ま
し
た
。 

大
き
な
事
故
や
病
気
等
も
な

く
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
未
来
の
農
業
高
校

生
と
し
て
入
学
し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

                                  

                                  

九
州
学
校
農
業 

 
 

 

 

ク
ラ
ブ
連
盟 

発
表
大
会 

 

市来農芸 
だ よ り 

畜産部が牛について解説

しています。 

今年度は３５名が参加しました。来年度 

も多数の参加をお待ちしています。 

鶏卵の選定やピザ作

り、ミニトマトの糖度

測定などが行われま

した。 

農芸市場 ９月の農芸市場は，10，17，24 日(火)14:30

からです。 

＜野 菜＞ ・ナス，オクラ  各袋 100 円 

＜卵＞   ・L サイズ  220 円 ・M サイズ  200 円 

・MS サイズ  150 円 

＜加工品＞ ・豚味噌 他 缶類各 250 円，瓶類各 200 円 

・梅エキス 1000 円 梅ドリンク 100 円 
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記
録
的
な
大
雨
や
大
型
台
風
、

酷
暑
な
ど
、
天
候
が
著
し
く
変
化

し
た
令
和
初
の
夏
休
み
。
本
校
の

生
徒
た
ち
は
農
場
実
習
や
部
活

動
、
３
年
生
は
就
職
・
進
学
に
向

け
た
面
接
練
習
な
ど
、
日
々
充
実

し
て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
夏

と
い
え
ば
夏
祭
り
や
花
火
な
ど

の
風
物
詩
も
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
本
校
の
野
球
部
・
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
は
８
月
３
日
（
土
）
の
市

来
祇
園
祭
、
11
日
（
日
）
の
七

夕
踊
り
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
と
交
流

し
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変

活
気
も
あ
り
、
歴
史
深
い
行
事
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
８
月
３
日
（
土
）
か
ら

４
日
（
日
）
に
か
け
て
潮
風
園
で

行
わ
れ
た
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に

本
校
の
生
徒
３
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
職
員
の
方
々
に
色
々
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お
世
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
交
流
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
り
と
、
大
変
貴

重
な
経
験
を
積
め
た
よ
う
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
交
流
し
、

地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
。
色
々
と
お
世

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

                               

職
員
コ
ラ
ム 

７
月
下
旬
、
現
在
学
校
は
夏
休

み
で
す
。
８
月
に
な
る
と
県
内
各

地
で
盆
の
前
後
に
伝
統
行
事
・
郷

土
芸
能
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
多

く
の
伝
統
行
事
は
無
病
息
災
や

農
作
物
の
豊
作
祈
願
等
人
々
の

暮
ら
し
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
藩

政
時
代
か
ら
数
百
年
も
の
間
受

け
継
が
れ
、
国
や
県
の
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も

多
く
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
約
四

百
年
前
、
島
津
義
弘
公
の
朝
鮮
の

役
の
凱
旋
が
起
源
と
さ
れ
る
も

の
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
市

来
の
七
夕
踊
り
や
加
治
木
の
太

鼓
踊
り
が
有
名
で
す
。 

市
来
の
七
夕
踊
り
で
は
狩
人

と
虎
と
の
や
り
と
り
が
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

史
実
に
よ
れ
ば
朝
鮮
の
役
に
参

加
し
た
義
弘
公
の
虎
狩
り
は
命

が
け
だ
っ
た
よ
う
で
、
刀
や
槍
を

用
い
て
家
臣
達
が
数
名
が
か
り

で
山
の
中
に
生
息
し
て
い
る
虎

に
立
ち
向
か
い
、
犠
牲
者
も
出
て

い
ま
す
。
当
時
、
虎
の
肉
は
滋
養

強
壮
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
、

遠
い
日
本
か
ら
指
示
を
出
し
て

い
た
豊
臣
秀
吉
の
所
望
に
応
え

る
べ
く
義
弘
公
は
塩
漬
け
に
し

た
２
頭
分
の
虎
の
肉
や
骨
、
皮
を

秀
吉
に
献
上
し
て
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。
当
時
の
朝
鮮
半
島
に
は
多

く
の
虎
が
生
息
し
て
い
た
よ
う

で
、
日
本
か
ら
出
兵
し
た
武
士
達

は
、
敵
兵
だ
け
で
な
く
山
中
か
ら

の
虎
の
襲
撃
か
ら
も
自
分
の
身

や
戦
に
不
可
欠
な
馬
を
守
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。 

郷
土
芸
能
の
多
く
は
各
保
存

会
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
守
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
に

よ
り
、
担
い
手
・
後
継
者
不
足
で

存
続
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
生
徒
の
皆

さ
ん
、
自
分
の
地
域
に
し
っ
か
り

と
目
を
向
け
、
み
ん
な
で
伝
統
行

事
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
！ 

（
竹
之
内
幸
一
郎
） 

              

編
集
後
記 

長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
夏
休

み
も
終
わ
り
、
学
校
行
事
や
就

職
・
進
学
試
験
な
ど
慌
た
だ
し

い
日
々
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
夏
休
み
中
、
生
徒
た
ち

は
農
場
当
番
が
あ
り
、
暑
い
中

で
も
一
生
懸
命
に
作
業
に
取
り

組
み
、
皆
で
助
け
合
い
な
が
ら

作
業
し
て
い
る
姿
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。 

今
年
度
の
体
育
祭
・
文
化
祭

の
共
通
テ
ー
マ
は
「
一
笑
懸
命
」。

時
に
は
対
立
し
な
が
ら
も
、
全

員
で
助
け
合
い
、
笑
い
、
楽
し

み
な
が
ら
一
日
一
日
を
大
切
に

過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。 

 
 

（
坂
口
良
太
） 

９ 月 の 主 な 行 事 

２日（月）始業式、課題考査(～3日) 

６日（金）県家畜審査競技会（乳牛） 

７日（土）第72回体育祭 

９日（月）体育祭代休 

10日（火）教育相談（～18日） 

11日（水）鹿児島中央地区共進会 

12日（木）南薩地区ホルスタイン共進会 

16日（月）就職試験選考開始 

18日（水）全校朝礼 

臨床心理相談員講演会 

19日（木）文字力テスト４ 

22日（日）第59回全商情報処理検定 

26日（木）地区秋季体育大会 

28日（土）県畜産共進会 

30日（月）全校朝礼 

     生徒会・農ク専門委員任命式 

 伝
統
芸
能
を
大
切
に 

関係者の皆様、お忙しい中本当

にありがとうございました！ 


